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１　はじめに











































































































































































???算 数 1 数学的活動において自ら問題を見出し解決するための構想



























































































































































































































































































































































国四国教育学会『教育学研究紀要』第 2 部第 36 巻，1991
年。
 2）溝口和広「開かれた価値観形成をめざす歴史教育の論理
と方法―価値的知識の成長を図る四象限モデルの検討を通
して―」全国社会科教育学会『社會科研究』第 77 号，
2012 年。
 3）小原友行「意思決定力を育成する歴史授業構成―『人物
学習』改善の視点を中心に―」『史学研究』177 号，1987 年。
 4）児玉康弘『中等歴史教育内容開発研究』風間書房，2005
年。
【学習課題２】国家の経済発展と地域の環境保全，どちらを重視し優先すべきだと考えるか。
　　　　　　　当時の国民の一人になったつもりで，自分自身の判断とその根拠を示そう。　
【予想される生徒の反応】
・一部であったとしても環境の破壊は良くないことなので，銅生産は止めるべきだ。
・銅の輸出は日本の発展にとって重要なので，一部に被害は出ても銅生産を続けるべきだ。
・周辺住民の仕事や生活が成り立つ程度に，銅生産を縮小して続けてはどうだろうか。
・被害に見合った補償をしたり，適切な地域への移住を促したりできないだろうか。
・日本最初の公害だという。後の時代の公害は厳しく規制されていく。この時から公害を拡大させては
いけないはずだ。今の日本の優れた環境や環境保全意識の礎だと考えたい。
・この時に銅生産を止めてしまえば日本の産業は発展できず，今の私たちの豊かな日常生活や日本の
優れた工業技術は実現していなかったかも知れない。当時の銅生産重視はもっともだ。
中　尾　敏　朗94
